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午は十二支の真ん中です。 

漢字の「午」は「分ける」を意味します。 

時刻ではお昼の 12 時を指します。そのため、「午」

の「前」を午前、「午」の「後」を午後と呼びます。 

方角では南を指します。 

午年は、馬の躍動感、力強さ、前進の象徴とされ、 

本年も森の図書館をよろしくお願いいたします。 

あけましておめでとうございます 

〖午年の豆知識！〗 

日本国内で働く馬たちに焦点を当て、その

仕事内容や馬たちの働きぶりを、写真と共

に紹介。馬に関する基礎知識も。 

ウマと話すことができたら？「動物と話し

てみたい」という子どもたちの願いにこた

える「馬語」の入門書。 

今年は丙午（ひのえうま）という十干（じっかん）の「丙（ひのえ）」と、十二支の「午（うま）」

が組み合わさった 60 年に一度巡ってくる干支で、非常に縁起の良い年です。丙午の由

来は、江戸時代の人気作家である井原西鶴が描いた「八百屋お七」です。 

八百屋の娘・お七が火事の最中に出会った寺の小僧・吉三郎を忘れることができず、再会

したい一心で自分の家に火をつけ、火あぶりの刑に処せられました…といった悲しい物

語が由来となっています。 

2026年は午
う ま

年
ど し

です 

 
出世運や商売繁盛など縁起が良い年とされています。 

森の図書館に所蔵されている馬に関する本を紹介します。ぜひこの機会に読んでみてはいかがでしょうか。 


